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要旨　　地理学の研究対貴として,これまでホヒュラー音楽はまったく扱われてこなかった:言及されている

落合でも､社会･文化地理学を活発化させている最近の理論的･方法論的問題からは切り離されている｡本稿

では,地理学でポヒュラー音楽を分析することによって発展させることのできる一つの分野､すなわち,音楽

の生産におけるローカルな影響とグローバルな話力の検討を研究の中心にすえる｡シンガポールのアーティス

トであるディック･リーDick U芳の音楽を分析することで.音楽がローカルな影響､もしくは国家の影響から

発生するものであることを示すこ　同時に一方で､リーの音楽はグローバルな藷力の影響も受けていることを指

摘し.外来文化導入の過程において.ローカルな要素がグロー′くルな要素と融合していることも示す,そして,

音楽の分析がアジアの政治的.経済的.社会文化的なよりいっそうの発展に手がかりを与えるということを述

べる｡リーによる地域のサウンドの追求け.アジア的実存に関わる他の多くの分野での変化に対応しており,

そこからアジア的価値､あるいは｢アジア式｣という概念に基づいた.新しい文化的主張が発生しているので

ある-

1序:音楽と社会

ポピュラー音楽は音楽学者や社会学者,文化研究の

学者から,大きな学問的注目を浴びてきたにもかかわ

らず,地理学者は他の文化様式に比べて,音楽にほと

んど関心を示さなかった｡このことは伝統的な文化地

理学の研究でも言えることだが,最近新たな理論化が

進んだ文化地理学で用いられている近年の方向性にお

いて､いっそう顕著である(Kong,1995)｡しかし,と

くに最近2年間では,多数の論文が発表され.地理学

者は音楽を軽視してきたそれまでの態度を改め始めて

シンガホール国立大学
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いる(Kong, 1995; Sm机1994)｡これらの論文は人文

地理学における｢文化-の回帰｣の反映であり.音楽

の分析における社会･文化･経済･政治の結びつきを

明らかにしている｡

本稿の目的は､シンガポール人のシンガー･ソング

ライターであるディック･リーの音楽に注目すること

を通じて､音楽の生産におけるグローバルな要素とロ

ーカルな要素との融合の分析を展開することにあるc

この事例研究を通じて,まず最初に,音楽がローカル

な影響と国家の影響から発生するものであり.地方の

国家アイデンティティの発展に積極的に貢献している

ことを示す｡そして同時に,リーの音楽はグローバル

化の諸力の影響も受けていることを指摘し､外来文化

導入の過程において,ローカルな要素がどのようにグ
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ローパルな要素と融合しているかを明らかにするc　つ

ぎに,リーの音楽はまた､アジアの｢ルネサンスJを

予感させるものでもあることを示す｡このrルネサン

ス｣を通じて. ｢アジアの人々は共通の方向性や,共

通の内面性を探求するようになりつつある｣ (Ogura,

quoted in Hitchcock, 1994, p. 3) c

本稿は大きく5つの節に分かれている｡第2節では.

本稿が依拠するコンテクストと概念を提示する｡すな

わち,音楽の地理学的な研究とローカリズムやグロー

バリズムの領域での既存の研究という2つの関連し合

う領域について議論を行なうD　前者についてはその欠

点を指摘し､後者については本研究に関連する概念的

なテーマに注目する｡続く2つの節で,ディック･リ

ーに関する若干の基礎知識を操示し,方法論について

も簡潔に述べる｡こうして実証的な検討が可能となり､

結論が導き出されるc

2コンテクストと概念

2.1音楽の地理学的分析

音楽に関わる既存の地理学的研究は,バークレー学

派の伝統的研究に対する広汎な文化地理学的関心から

影響を受けている｡この関心は大きく5つに分類され

る｡まず第1に､音楽形態,音楽活動､アーティスト

の空間的分布に関するものであり､その研究の大半は

アメリカで行なわれてきた(Carney: 1987a, 1987b;

crowley, 1987),第2に,伝播､移動,階層的拡散など

の概念を援用しながら､音楽の中心地域と拡散を検討

する研究や,拡散の伝播主体と障壁に関する研究があ

る(Jackson, 1952; Ford, 1971; Francariglia, 1978; Carney,

1987c; Glasgow, 1987; Horsley. 1987) ｡第3に地理学者は.

何らかの音楽的特性を共有する地域の範囲設定に注目

したり　Lomax, 1960: Lomax and Erickson, 1971;

Burman-Hall, 1975; Nash, 1975) ,歌詞や旋律,楽器編

成,音楽の全体的な｢フィーリング｣や感覚的インパ

クトから導き出される.地域の特色や特性を明らかに

しようとしてきた(Gleason, 1969; Curtis, 1987; Curtis and

Rose, 1989)｡第4に､地理学者は例えば都市イメージ

のような,音楽に付随するテーマを取り扱ってきた

(Henderson, 1974; Marcus, 1975; Jarvis, 1985)こ

これらはそれぞれに貴重な研究ではあるが.いくつ

かの欠点も内包している(Kong, 1975を参照)｡ここで
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とくに注目すべき点は.音楽が生産され消費される広

汎な社会的･文化的コンテクストを明らかにしていな

い点と､音楽が製作される際のグローバノ叫生とローカ

ル性の融合の重要性を認識していない点である､二　本稿

では.こうした問題点の解明が企図されている｡

では､音楽を研究対象にしている地理学以外の研究

者や､ローカリズムとグローバリズムの概念を研究し

ている地理学者は､その概念化や分析をどのようにお

こなってきたのであろうかo　そして,彼らの概念は,

上述の問題点にどのような示唆を与えるのだろうか｡

2.ユダローバリズムとローカリズム

2.2.1グロー′(ル化の話力

広大な遠隔通信網や.迅速な商品の#･送,匡際人口移動

で結びつけられることで,世界け単一のグローノミルな経

済の中に強固に組み込まれつつある一情報は,ビデオや

オーディオ機器.衛星用アンテナによって､瞬く間にサ

ハラ砂漠のオアシスの村､ニカラグアの職人が住む町､

ニューハンプシャーの全寮制の学校､ブリクストンの外

国移民のバブ､日本の企業の重役たち-と伝達される-

(Schiller, 1994, p. 1 )

音楽､とくにロック音楽は.商品化に特色づけられ

る商業主義のグローバル化という過程にさらされてい

ると指摘されてきた(Adomo, 1992)｡この過程は､文

化の同質化をもたらし(Cohen, 1991, p. 342),場所喪

失性や時間喪失性という状況と相互に関連し合ってき

た(Meyrowitz, 1985; V>血His and Malm, 1984) ｡ Sm仙(1990,

p. 177)が指摘しているように､ ｢グローバルな遠隔通

信網という最新鋭の装備に依存しているために｣,こ

のグローバル化の過程は,音楽からその芸術的価値を

失わせたと主張されている｡実際､音楽は幸福感を喚

起したり確認させる力を失ったと述べられている

(Adomo, 1992) c

グローバル化の話力が内包する同質化という負の影

響に関するこれらの議論は,アメリカナイゼーション

に関するそれと同一視されている｡アメリカナイゼー

ションに付随した見解とは､ (第三世界)諸国の文化

が｢アメリカの経済的･政治的支配に潰されつつあり,

アメリカはその覇権的文化を世界の隅々まで押しつけ

ている｣というものである｡換言すれば､文化帝国主

義の過程が進行中であるという見解なL7)である
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(Featherstone, 1993, p. 170)c　アメリカナイゼーション

揺,ローカルな文化にとって有害とみなされている｡

なぜなら､すべてのローカルな文化は,アメリカの文

化帝国主義による容赦ない近代化の力の前に結局は屈

服すると考えられているからである｡.音楽の場合､ロ

ーカルな音楽様式は消滅してしまうだろうと考えられ

ている｡

グコーパル化が文化侵略を引き起こすというこの議

論は. Meyroヽl-itz (1985)が発展させたc　それは,逮

隔通信が発達し,情報や画像のやり取りが増大すると､

集団的な感受性や地域の伝統は失われてしまい. ｢場

所の感覚が喪失する｣だろう｡ある場所が別の場所と

似通ってしまうと,場所の重要性は低下するo　この論

理にしたがえば, ｢どこにでもある｣というこうした

文化的同質化は.とくに音楽が内包する地域性を具現

化する固有の特色を失わせてしまうということを意味

する｡

2.2.2音楽はローカルなものである

グローバルな力を強調する人々を批判して､その生

産､消費､影響の点で,音楽は必然的にローカルなも

のであると主張する論者もいるo　音楽におけるローカ

ルな力の影響力に注目するこのような見方は､幅広い

コンテクストの中に位置づけることができる｡例えば

Mouffe (1993)は,共産主義の崩壊が普遍的な(アメ

リカの)価値観の勝利をもたらしたわけでもないし､

｢新しい世界秩序｣をもたらしたわけでもないと主張

している｡むしろ. ｢特殊主義-の傾斜が拡大し,西

欧普遍主義-の懐疑が高まった｣ (Mouffe, 1993,p. 2)c

このような民族的ナショナリズムの拡大は,独立を求

める闘争が政治面で注目された東ヨーロッパだけに限

られず.東アジアや東南アジアにも見られるo　そのよ

うな個別主義は､ (直接的な狭い意味における)政治

以外の多くの分野でも唱えられており,とくに文化面

において顕著である｡美術.演劇,文学,音楽はすべ

て.オルタナチイヴな主張を伝える手段であり､メデ

ィア研究のコンテクストにおける, Armstrong (1994)

のつぎのような主張を裏付けている｡彼は.グローバ

ルな話力に対するオルタナチイヴな主張を考察する際

に､国家の主張だけに限定して考える必要はないと述

べている｡音楽の生産というコンテクストでは､こう

したローカノレ性の重視は. ｢ローカルなサウンド｣が

生産される一つまり,固有な特質を持ったそれぞれ

の場所は独自なサウンドを生み出す-という主張に

表明されている｡そのような見解は,音楽の様々な側

面から導き出される場所C?個性を発見しようとする文

化地理学者の見方と密接に関連し合っている(荊述の

第2.1節を参照のこと)｡両者の違いは,文化地理学で

は,各々の音楽様式が. ｢それをとりまく自然的,社

会的.政治的.経済的要因からどのように発生し､相

互作用を及ぼし合い､影響を受けるのか｣を解明する

ことにより大きな関心が払われている点にある(Cohen,

1991, p. 342)｡すなわち,そのような分析の前提とし

て,ユニークなローカルのサウンドはそれが生産され

る特殊なローカルの環境が要因となって生産されると

いう見方があるのである｡

ローカ)叫生が重要だとする主張は.音楽の消費とそ

れが及ぼす影響を考察する際にも認められる｡一方で

は,音楽は｢オルタナチイヴなサウンドを生産するの

ではなく,ローカルな形式で人々に音楽を経験させる

ことによって｣.文化産業が内包する同質化させる諸

力-抵抗する形態の一つとなりうると主張されている

(Sm机1994. p. 237)¢　また別の主張では､ローカル

な音楽活動への参加は,人々のアイデンティティの感

覚に寄与する考え方が注目されている.｡例えばStreet

(1993, p. 54)は,ローカルな活動場所としてのライ

ヴ演奏が共同体のアイデンティティを強めるのに非常

に重要であると主張している｡ Fi皿egan (1989)とCohen

(1991)の研究を引用しながら. S加et (】993, p. 54)

はつぎのように述べているo ｢ライヴ音楽は.特定の

場所の限られた聴衆しか聴くことができないという理

由から必然的にローカルであり､共同体のアイデンテ

ィティを形成するのに非常に有効であるc　ライヴ音楽

は.そこにいる消費者と他の人々とを区別するのに役

立つと同時に,彼らを国全体の動向や出来事-と結び

つける｣c

上述の主張とはやや異なる言い方で.演奏者あるい

は.聴衆,フアンとして､ローカルな音楽活動に参加

することは,共同体のアイデンティティを促進させる

と主張する人もいる｡例えば19世紀と20世紀初頭のイ

ギリスでは,吹奏楽団は共同体や場所の感覚を形成す

る手段として機能していた(Herbert, 1992)`】 Russell

(1991)が指摘するように､吹奏楽団はそれぞれの場

所での公式行事の式典や儀礼と密接に関係しており,

コン
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それゆえ､共同体のリズムとアイデンティティとに結

びついていたc　さらに､ Bevan (1991)が述べている

ように､吹奏楽団の競争は地域の｢仲間｣への忠誠心

を刺激し､共同体のアイデンティティを形成したo

音楽は､共同体の形成や維持に役立つだすではなく､

地方レベルと国家レベルの両方において,想像の共同

体の形成や維持にも貢献しうる(Anderson, 1983)｡

Valentine (1995)が主張するように､音楽演奏を聴い

ている人々は,たとえ想像上にすぎないとしても､自

分が共同体の一部であると感じることができる｡なぜ

なら､聴衆には外部の人間の顔が見えないし,そこに

いる人たちの間で一時的に仲間意識が生じるからであ

る｡巡礼の研究で議論されている共同性の概念(Tiurner,

1974)が,これに適用可能かもしれない｡ Turnerの主

張によれば.巡礼は社会構造を消滅させ.普段人々が

背負っている階層的な役割や地位から彼らを解き放つ｡

そして.個人と個人が対等に結びついた状態が生まれ

る｡そのようにして創られた空間は､統一と平等の場､

つまり共同体なのである｡巡礼と同様に,音楽にもそ

のような効果があるかもしれない｡

そのような｢想像の共同体｣は,国家レベルでも形

成されうる｡つまり､音楽は国民としてのアイデンテ

ィティの感覚や､ ｢国民｣という想像の共同体の感覚

を促進することができる｡例えばLehr (1983)は.カ

ナダの二つのAMラジオ局では.支配的なアメリカの

イメージよりも､カナダの国土に固有なカントリー音

楽を放送する必要があったことを指摘し,国民のアイ

デンティティを強化するのに音楽が潜在的に重要だと

主張したこ

2.2.3グロー/くルな話力とローカルな話力の交差点:

闘争の場としての音楽

グローバルな立場とロ-カルな立場のそれぞれを強

調する人がいることは当然だが,グローバルな文化と

ローカルな文化は､実際には対立するのではなく.相

互に関連し合っているという主張もある(Featherstone,

1993, p. 181)e Friendman (1990, p. 311)が主張するよ

うに. ｢民族的･文化的な分断と近代的同質化は,現

代世界で起きている現象に対する二つの対立した見方

ではなく,世界の現実を構成する二つの傾向｣なので

あるo　このことは,いくつかの関連した見解において

明瞭に述べられている｡第1に,音楽生産において表
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面上最もグローバルな要素でさえも,その国独自の影

響や地方の影響を受けていると主張されている(Malm

and Wallis, 1993),第2に､これを解釈し直して､つぎ

のようにこの相互連関を肯定的に捉える人もいるo　つ

まり輸入されたポップスは,ローカルなアーティスト

が自分の環境を歌い上げようと,独自な手法で使用す

る新しいサウンドや楽器､思想の発生源となりうると

いう主張がある(Frith, 1989; Hatch, 1989),この見方

では,アメリカの商業主義的音楽がその地域の音楽を

破壊するという立場は,誤りということになる｡この

見方に立っなら､現在進行中の過程は実際には,外来

文化導入の一形態と捉えられるのである｡すなわち｢文

化を衰退させたり現代風に変えるだけではなく､文化

を豊かにするための新しい機会をも与えるような双方

向的な過程｣である(Wallis and Malm, 1987, p. 128),

外来文化の導入は,アーティストがローカルな文化的

伝統と国際的な音楽産業の双方から影響を受けている

場合に明瞭に現れるc　その結果生み出されるのは､国

際的な香りをもつローカルな音楽か､あるいはローカ

ルな香りをもつ国際的な音楽である(Wallis and Malm.

1987,p. 132)ォそれゆえ, Wallis and Malm (1987,p. 133)

が述べているように,つぎに重要となる問題は,外来

文化導入の過程がどの程度まで進行するのか,そして

文化的に独特であると同時に本質的に国際的な音楽に

対して,それがどんな含意を持っているのかという点

であるD　実際外来文化の導入は.送り手の国の文化を

取り入れつつも､同時にローカルな文化や習慣も取り

入れた｢第三の文化｣を生み出すと主張する人もいる

(例えば､ Featherstone, 1993) c

グローバル化とローカル化が関連した概念であると

いう主張をさらに推し進めて.グローバル化は同質化

を強めるのではなく,むしろローカル化を強化すると

指摘する研究者も数多くいる⊃中には､グローバル化､

つまり｢地球と人類の有限性や限界を認識すること｣

は,かえって私たちにローカルな文化の多様性を認識

させるという主張もある(Featherstone, 1993, p. 169)c

一方,グローバル化はたんに｢認知させる｣だけでな

く, ｢独特の文化行動や独自のアイデンティティを生

み出したり､永続させる｣と主張する人もいる(Schiller,

1994, p. 1)0 Massey (1993)は｢グローバルな場所感

覚｣の探求という観点から,ローカルな文化やアイデ

ンティティの形成と永続について述べている｡グロー






